
― ―5

調査と情報　第190号（2002年３月）

は
じ
め
に

小
麦
の
生
産
に
つ
い
て
は
、
近
年
増
加
傾
向
に

あ
り
、
一
二
年
産
で
六
八
八
千
ト
ン
に
ま
で
回
復

し
た
。
特
に
転
作
を
中
心
と
し
た
作
付
け
が
増
加

し
て
お
り
、
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
に
お

け
る
平
成
二
二
年
度
の
生
産
努
力
目
標
で
あ
る
八

〇
〇
千
ト
ン
に
近
づ
く
水
準
に
達
し
て
い
る
。

国
産
小
麦
は
従
来
、
大
部
分
が
政
府
に
売
却
さ

れ
、
政
府
が
定
め
ら
れ
た
売
渡
価
格
で
実
需
者
に

売
り
渡
す
と
い
う
方
式
が
行
わ
れ
て
き
た
。
平
成

一
〇
年
に
決
定
さ
れ
た
「
新
た
な
麦
政
策
大
綱
」

に
基
づ
き
民
間
流
通
へ
の
移
行
が
推
進
さ
れ
、
平

成
一
三
年
産
で
は
三
七
道
府
県
が
取
組
む
な
ど
国

内
産
麦
は
ほ
と
ん
ど
が
民
間
流
通
と
な
っ
た
。

本
稿
で
は
、「
新
た
な
麦
政
策
大
綱
」
に
基
づ
く

主
要
施
策
の
見
直
し
と
産
地
の
状
況
に
つ
い
て
概

観
し
、
現
状
で
の
課
題
に
つ
い
て
若
干
の
整
理
を

お
こ
な
っ
た
。

一．

麦
政
策
大
綱
の
主
要
施
策

1

入
札
取
引
の
実
施

民
間
流
通
の
仕
組
み
に
つ
い
て
は
、
生
産
者
、

実
需
者
、
行
政
を
構
成
員
と
す
る
民
間
流
通
連
絡

協
議
会
で
検
討
が
進
め
ら
れ
、
毎
年
具
体
的
仕
組

み
が
決
定
さ
れ
る
。
入
札
取
引
の
実
施
は
国
産
小

麦
の
民
間
流
通
へ
の
移
行
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ

る
が
、
こ
れ
ま
で
に
一
二
年
産
で
一
回
、
一
三
年

産
で
二
回
、
一
四
年
産
で
二
回
実
施
さ
れ
、
入
札

取
引
の
仕
組
み
が
固
ま
り
つ
つ
あ
る
。

一
四
年
産
入
札
に
つ
い
て
は
特
に
、
需
給
の
ミ

ス
マ
ッ
チ
解
消
に
向
け
た
取
組
み
、
入
札
に
お
け

る
値
幅
制
限
の
在
り
方
、
流
通
コ
ス
ト
の
三
点
が

協
議
の
中
心
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
一
三
年

八
月
に
二
回
の
播
種
前
入
札
が
実
施
さ
れ
た
が
、

主
産
地
の
主
要
銘
柄
が
軒
並
み
値
幅
制
限
の
下
限

に
近
い
水
準
と
な
り
、
産
地
に
と
っ
て
極
め
て
厳

し
い
も
の
と
な
っ
た
。

2

麦
作
経
営
安
定
資
金

麦
作
経
営
安
定
資
金
の
創
設
は
、
民
間
流
通
移

行
と
と
も
に
施
策
の
基
幹
部
分
を
構
成
す
る
も
の

で
、
生
産
の
維
持
に
は
麦
作
経
営
安
定
資
金
に
依

存
せ
ざ
る
を
え
な
い
面
を
持
つ
。

小
麦
の
政
府
売
渡
価
格
に
つ
い
て
は
、
国
内
産

麦
に
対
す
る
財
政
負
担
と
外
国
産
麦
の
売
買
差
益

と
の
収
支
に
赤
字
が
生
じ
な
い
よ
う
設
定
す
る
こ

と
を
基
本
と
す
る
い
わ
ゆ
る
内
外
麦
コ
ス
ト
プ
ー

ル
方
式
に
よ
り
算
定
さ
れ
て
い
る
。「
新
た
な
麦
政

策
大
綱
」
に
お
い
て
は
、
民
間
流
通
が
定
着
す
る

ま
で
の
間
政
府
買
入
の
途
を
残
す
が
、
政
府
買
入

が
不
要
と
な
っ
た
際
に
は
、
新
た
な
算
定
方
式
に

移
行
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
。

麦
作
経
営
安
定
資
金
の
原
資
は
、
内
外
麦
コ
ス

ト
プ
ー
ル
に
よ
っ
て
確
保
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
動

向
如
何
に
よ
っ
て
は
、
わ
が
国
の
麦
作
振
興
が
大

き
な
影
響
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
。

二．

国
産
小
麦
の
主
産
地
の
概
況

1

北
海
道
に
お
け
る
畑
作
輪
作

北
海
道
に
お
け
る
小
麦
の
生
産
は
、
麦
作
生
産

振
興
対
策
と
水
田
利
用
再
編
対
策
の
推
進
に
よ
っ

て
作
付
面
積
が
拡
大
し
、
北
海
道
農
業
に
お
け
る

基
幹
作
物
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。
北
海
道
の
畑

作
は
、
麦
類
、
馬
鈴
薯
、
甜
菜
、
豆
類
が
柱
と
な

っ
て
お
り
、
連
作
障
害
を
防
ぐ
た
め
、
こ
れ
ら
の

作
物
に
よ
る
輪
作
体
系
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

北
海
道
に
お
い
て
は
九
五
％
以
上
が
秋
播
き
小

麦
で
あ
る
。
品
種
的
に
は
ホ
ク
シ
ン
の
作
付
け
が

九
〇
％
を
越
え
て
い
る
。
ホ
ク
シ
ン
は
収
量
が
安

定
し
、
病
気
に
強
く
、
穂
発
芽
の
被
害
も
少
な
く

主
力
品
種
と
し
て
優
れ
て
い
る
。
春
播
き
小
麦
で

は
ハ
ル
ユ
タ
カ
が
主
力
品
種
で
、
約
六
千
ha
栽
培

さ
れ
て
い
る
。
特
に
小
規
模
な
製
粉
企
業
や
二
次

加
工
メ
ー
カ
ー
に
需
要
が
あ
る
が
、
単
収
が
低
く
、

生
産
意
欲
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
。

北
海
道
で
は
生
産
性
の
高
い
土
地
利
用
型
農
業

が
営
ま
れ
、
低
コ
ス
ト
で
品
質
の
安
定
し
た
小
麦

が
生
産
さ
れ
て
お
り
、
わ
が
国
最
大
の
小
麦
供
給

基
地
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
合
理
的
な
輪
作
体
系

で
の
畑
作
営
農
を
は
か
る
上
で
不
可
欠
の
作
物
と

な
っ
て
い
る
が
、
主
力
品
種
で
あ
る
ホ
ク
シ
ン
に

つ
い
て
需
給
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
顕
在
化
し
て
き
て

い
る
。

国
産
小
麦
の
民
間
流
通
と
産
地
の
課
題

国
産
小
麦
の
民
間
流
通
と
産
地
の
課
題�

調
査
・
研
究
ノ
ー
ト

調
査
・
研
究
ノ
ー
ト�

国
産
小
麦
の
民
間
流
通
と
産
地
の
課
題�

調
査
・
研
究
ノ
ー
ト�
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2

北
関
東
の
水
田
二
毛
作
と
転
作

群
馬
県
、
栃
木
県
、
埼
玉
県
、
茨
城
県
は
北
関

東
の
麦
作
地
域
で
、
麦
作
農
家
は
、
米
と
小
麦
と

い
う
営
農
形
態
が
一
般
的
で
あ
る
。
水
田
の
裏
作

（
二
毛
作
）
か
、休
耕
田
で
栽
培
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が

多
く
、
品
種
的
に
は
農
林
六
一
号
が
主
体
で
あ
る
。

北
関
東
の
麦
作
に
つ
い
て
は
、
担
い
手
を
主
体

と
し
て
生
産
性
の
高
い
営
農
が
志
向
さ
れ
て
い
る

が
、
麦
は
粗
収
入
が
低
く
、
米
・
麦
兼
営
で
農
業

所
得
を
確
保
し
て
い
る
。

北
関
東
各
県
産
小
麦
の
場
合
、
一
定
の
実
需
が

あ
る
も
の
の
、
麦
の
供
給
過
剰
に
よ
る
影
響
が
で

て
き
て
い
る
。
主
力
の
農
林
六
一
号
に
つ
い
て
も
、

値
幅
制
限
の
下
限
近
い
水
準
で
の
入
札
と
な
っ
て

い
る
。
五
％
ず
つ
下
が
っ
て
も
、
生
産
者
に
は
相

当
影
響
が
で
る
状
況
に
あ
る
。

三．

麦
作
振
興
と
産
地
の
課
題

1

麦
の
需
要
構
造
と
入
札
取
引

小
麦
は
約
八
四
％
が
小
麦
粉
に
加
工
さ
れ
て
消

費
さ
れ
、
製
粉
と
い
う
過
程
を
経
る
割
合
が
高
い
。

一
方
、
製
粉
業
界
は
大
手
製
粉
会
社
の
シ
ェ
ア
が

高
く
、
大
手
四
社
で
七
〇
％
を
占
め
る
寡
占
構
造

に
あ
る
。
入
札
取
引
に
は
製
粉
会
社
の
影
響
が
大

き
く
、
大
手
製
粉
会
社
の
需
要
動
向
が
入
札
結
果

を
大
き
く
左
右
す
る
。

例
え
ば
、
北
海
道
の
小
麦
は
、
関
東
、
近
畿
、

東
海
地
区
を
中
心
に
移
出
さ
れ
て
お
り
、
大
手
製

粉
会
社
に
対
す
る
供
給
が
大
半
を
占
め
る
。
北
海

道
の
主
力
品
種
は
ホ
ク
シ
ン
で
主
に
う
ど
ん
用
な

ど
に
消
費
さ
れ
て
い
る
。

内
外
麦
コ
ス
ト
プ
ー
ル
方
式
で
は
、
国
産
小
麦

の
増
加
は
製
粉
会
社
の
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
要
因
と
な

る
た
め
、
製
粉
会
社
は
値
幅
制
限
の
下
限
で
入
札

す
る
と
い
う
行
動
と
な
っ
て
い
る
。

2

多
品
種
化
へ
の
対
応

産
地
・
銘
柄
別
入
札
制
の
導
入
や
農
業
試
験
場

の
独
立
行
政
法
人
化
な
ど
も
あ
っ
て
、
今
後
小
麦

の
多
品
種
化
が
進
む
と
み
ら
れ
る
。

新
品
種
の
導
入
に
は
、
遺
伝
特
性
等
の
基
本
調

査
、系
統
適
応
や
地
域
適
応
に
よ
る
選
抜
、現
地
試

験
や
試
験
栽
培
等
の
プ
ロ
セ
ス
を
要
し
、
導
入
ま

で
に
は
相
当
の
年
月
を
要
す
る
。
特
に
主
力
品
種
に

つ
い
て
は
一
〇
年
の
タ
ー
ム
で
み
る
必
要
が
あ
る
。

品
種
の
導
入
に
あ
た
っ
て
は
、
加
工
適
性
と
と

も
に
、
耐
病
性
や
収
量
等
の
農
業
特
性
が
重
要
な

要
素
と
な
り
、
農
業
特
性
の
劣
る
品
種
で
は
生
産

者
は
つ
く
れ
な
い
。
ま
た
、
乾
燥
・
調
整
施
設
の

制
約
も
あ
り
、
優
良
品
種
数
種
と
い
う
の
が
現
実

的
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。
品
種
に
つ
い
て
は
、
主
力

品
種
と
他
用
途
に
応
じ
う
る
品
種
の
両
面
で
捕
ら

え
る
必
要
が
あ
り
、
農
業
特
性
の
優
れ
た
品
種
へ

の
選
抜
が
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
実
需
の
面
か
ら
も
、
量
的
供
給
力
が
あ

り
品
質
の
安
定
し
た
小
麦
に
最
も
需
要
が
あ
り
、

過
度
に
多
品
種
化
に
走
る
よ
り
、
む
し
ろ
地
域
の

優
良
品
種
と
し
て
柱
と
な
る
品
種
を
育
成
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

3

収
量
変
動
へ
の
対
応
と
生
産
対
策

わ
が
国
の
麦
作
の
場
合
、
収
穫
期
が
梅
雨
の
時

期
に
重
な
り
、
穂
発
芽
に
よ
る
被
害
に
見
ま
わ
れ

る
と
い
う
宿
命
を
も
っ
て
お
り
、
農
業
共
済
制
度

の
役
割
が
重
要
で
あ
る
。
農
業
災
害
補
償
法
が
改

正
さ
れ
一
三
年
産
麦
か
ら
適
用
と
な
る
が
、
減
収

や
品
質
低
下
に
伴
う
生
産
金
額
を
補
填
す
る
災
害

収
入
共
済
の
充
実
が
必
要
で
あ
る
。

麦
作
は
食
料
自
給
率
を
維
持
・
向
上
さ
せ
る
観

点
か
ら
も
、
水
田
転
作
作
物
と
し
て
も
極
め
て
重

要
な
位
置
付
け
に
あ
る
。
麦
作
振
興
に
は
生
産
性

向
上
に
向
け
た
総
合
対
策
や
畑
作
総
合
整
備
、
基

盤
整
備
等
の
生
産
対
策
の
充
実
が
不
可
欠
で
あ
る
。

四．

む
す
び

民
間
流
通
へ
の
移
行
は
、
国
内
産
麦
の
生
産
、

流
通
に
と
っ
て
一
定
の
効
果
を
発
揮
し
、
画
期
的

な
施
策
で
あ
っ
た
。
特
に
入
札
取
引
を
通
じ
て
、

産
地
銘
柄
別
の
需
要
動
向
や
品
質
評
価
を
反
映
し

た
価
格
形
成
を
は
か
り
、
生
産
者
に
実
需
の
動
向

を
伝
達
し
、
生
産
対
応
へ
の
努
力
が
具
体
化
す
る

な
ど
の
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
国
内
産
麦
の
需
要
構
造
か
ら

買
い
手
側
の
購
買
力
が
取
引
価
格
に
大
き
く
影
響

す
る
た
め
、
生
産
抑
制
的
価
格
が
形
成
さ
れ
、
民

間
流
通
は
結
果
的
に
麦
作
振
興
と
相
反
す
る
結
果

に
帰
結
し
て
し
ま
う
。
麦
作
振
興
と
民
間
流
通
を

両
立
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
む
し
ろ
国
産
小
麦

の
政
府
買
入
を
積
極
的
に
位
置
付
け
る
こ
と
が
現

実
的
な
選
択
と
い
え
る
。
実
需
に
過
剰
感
が
生
じ

る
中
、
ど
の
よ
う
な
ビ
ジ
ョ
ン
で
民
間
流
通
を
位

置
付
け
、
麦
作
振
興
を
は
か
っ
て
い
く
か
一
つ
の

転
機
を
迎
え
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

（
鴻
巣
　
正
）


